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〔主な内容〕

町長選挙案内 （P2～3）

＜特集＞情報公開 （P4～7）

第4回内談町議会定例会 （P8）

謹んで新春の

ご祝詞を申し上げます。
―内談町・内談町議会―

サンセットブリッジ内談（内談大橋）とサンセットウィング内談（内談町風力発電所）サンセットブリッジ内談（内談大橋）とサンセットウィング内談（内談町風力発電所）
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町

長

選

挙内談町長選挙の投票日です。内談町長選挙の投票日です。

期日前投票･不在者投票のお知らせ

投票時間は

午前7時 から午後8時

― 告示日1月18日（火）― 

までです
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みんなの一票を大切に！

投票日（1月23日）に投票所へ行き投票することができない方は、
期日前投票･不在者投票をすることができます。

①一般的な期日前投票

自営業の方などや冠婚葬祭の予定のある方、レジャーや買物などの用事で、
投票日に投票区内にいない方など

期間 1月19日（水）～1月22日（土）
時間 午前8時30分～午後8時
場所 内談町役場1階 会議室
※印鑑は不要です。
※制度改正により1月18日（告示日）は投票できませんのでご注意ください。

②指定病院などにおける不在者投票について

石川県選挙管理委員会が指定した病院、老人ホームなどに入院または入所されている方は、そこで不在者
投票をすることができます。なお、手続きの関係上なるべくお早めに病院長などにお申し出ください。

③郵便による不在者投票について

身体障害者（両下肢もしくは体幹、移動機能の障害にあっては1級・2級。心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸の障害にあっては1級・3級）、戦傷病者または介護保険法に規定する要介護5の認定を受
けた選挙人で、町選挙管理委員会より郵便投票証明書の交付を受けている方は郵便による不在者投票を行う
ことができます。
また、自書が困難と認められる選挙人については、あらかじめ届け出た代理記載人による代理記載も可能

となります。
現在交付を受けている選挙人の方はその有効期限をご確認いただき、新たに交付を希望される選挙人の方

は該当要件、申請の手続等について町選挙管理委員会にお問い合わせください。
※郵便投票による不在者投票の申請については各選挙ごとの申請になりますのでご注意ください。
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町

長

選

挙 1月23日（日）は1月23日（日）は
平成17年2月10日任期満了となる内談町長選挙が下記のとおり行われます。

内談町長選挙は、みなさんの生活に最も直結した選挙です。権利を放棄することなく

一票を大切にし、投票日には必ず投票しましょう。

年齢要件 昭和60年1月24日以前に生まれた人
住所要件 平成16年10月17日以前に内談町へ転入届をし、引き続き3ヶ月間住所を有している人
※投票日前に内談町から転出されますと投票できません。

第 1 投票区（向粟崎1～5丁目、旭ヶ丘） 向粟崎公民館
第 2 投票区（アカシア、向陽台） 向陽台公民館
第 3 投票区（緑台） 緑台公民館
第 4 投票区（千鳥台） 千鳥台公民館
第 5 投票区（鶴ヶ丘1～3丁目） 鶴ヶ丘東公民館
第 6 投票区（鶴ヶ丘4丁目） 鶴ヶ丘西公民館
第 7 投票区（鶴ヶ丘5丁目、大根布と） 鶴ヶ丘北公民館
第 8 投票区（大根布1～8丁目） 内談中央公民館
第 9 投票区（大清台、大学、ハマナス） 大清台公民館
第10投票区（宮坂、北部土地区画） 勤労者体育センター
第11投票区（西荒屋、室、湖西） 西荒屋公民館

内談町選挙管理委員会では、1月18日（火）午後5時に同選挙立候補届出終
了後、ただちに選挙公報掲載順序くじを執行し、その原稿を印刷業者に持込み
印刷します。
翌日、地区公民館の協力をえて、各地区でチラシ等を配付される方々（班長

さんなど）にお届けしますが、配付のための日数が非常に少ないため（1月
21日配付期限）、各地区の配付される皆様には、ご多忙中誠に恐縮と存じま
すが、選挙公報が届きましたら至急各世帯に配付していただきますようお願い
申し上げます。

内談町長選挙公報を配付される皆さんへ！

内談町長選挙で投票できる人

投票所は次のとおりです。

お願い

投
票
箱



2005.1.5.（4）

情
報
公
開
制
度

4月1日から始まります 4月1日から始まります 

公開の実施は
通知書に記載されている日時・
場所において行います。公開の
手数料は無料ですが、コピー代
や、郵送にて受け取りたい場合
には、その費用を負担していた
だきます。

○法令等で公にすることができないと
されている情報

○個人に関する情報で、特定の個人が
識別できる情報

○公開することにより、法人等の正当
な利益を害する情報

○公開することにより、人の生命・身
体、財産の保護や、犯罪の予防など
に支障を生ずる情報

○審議等の情報で公開することにより、
率直な意見の交換若しくは意思決定
の中立性が不当に損なわれる情報

○公開することにより事務事業の公正
円滑な執行に支障を生ずる情報

○公開しないことを条件として任意に
提供された情報

町長、議会、教育委員会、選
挙管理委員会、公平委員会、監
査委員、農業委員会、固定資産
評価審査委員会及び消防長の各
組織です。

対象となる町の
機関（実施機関）は

大切な情報を守るために

行政不服審査法に基づき実施機関に対
して不服申立てをすることができます。
不服申立てがあった場合、実施機関は、
内談町情報公開審査会に諮問し、その答
申を尊重して不服申立てに対する決定を
します。

公開されない情報が
あります。

非公開などの
決定に不満な時は

情報公開制度は、町が保有する公文書
を町民等の皆さんの請求に応じて公開す
る制度です。この制度によって、町政に
対する町民の信頼を深め、公正で開かれ
た町政を実現することを目的としています。

内談町情報公開条例と内談町個人
情報保護条例が平成17年4月1日から
施行され、情報公開制度と個人情報
保護制度が新たにスタートすること
になりました。そこで、情報公開制
度及び個人情報保護制度の内容や制
度についてお知らせします。

情報公開制度とは

不服申立て

決定

答申諮問

内談町情報公開審査会
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情
報
公
開
制
度

請求できる方は 請求方法は

情報公開制度・個人情報保護制度が 情報公開制度・個人情報保護制度が 
町民参加による開かれた町政を推進するために／町民のみなさんの

①町内に住所を有する方
②町内に事務所又は事業所を有する個
人及び法人その他の団体

③町内の事務所又は事業所に勤務する
方

④町内の学校に在学する方
⑤上記のほか、実施機関が行う事務又
は事業に利害関係を有する方。

情報公開窓口（総務課）にお
越しいただき、請求書に氏名、
住所、請求する情報の内容など
を記入し、提出していただきます。

請求できる情報は
平成17年4月1日以降に実施

機関の職員が職務上作成し、
又は取得した文書、図画及び
電磁的記録で、実施機関の職
員が組織的に用いるために保
有しているものが対象です。

原則として15日以内に決定
します。ただし、一度に大量の
請求があり、期間内に情報の検
索ができない場合など、事務処
理上の困難その他正当な理由が
あるときは、期間を延長し、そ
の理由等を通知します。

公開・非公開の
決定は
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個
人
情
報
保
護

開示等の実施は
通知書に記載されている日時・
場所において行います。開示の
手数料は無料ですが、コピー代や、
郵送にて受け取りたい場合には、
その費用を負担していただきます。

法令等で開示することができないと
されている情報や、個人の評価、選考
等に関する情報であって、開示するこ
とにより、事務の適正な遂行に著しい
支障を及ぼす情報等は開示対象にはな
りません。

町長、議会、教育委員会、選
挙管理委員会、公平委員会、監
査委員、農業委員会、固定資産
評価審査委員会及び消防長の各
組織です。

対象となる町の
機関（実施機関）は

行政不服審査法に基づき実施機関に対し
て不服申立てをすることができます。不
服申立てがあった場合、実施機関は、内
灘町個人情報保護審査会に諮問し、その
答申を尊重して不服申立てに対する決定
をします。

開示されない情報が
あります。

非開示などの
決定に不満な時は

個人情報保護制度とは、町が行う個人
情報の取扱いに関して必要なルールを定め、
個人のプライバシーを守るとともに、自
分の個人情報を見たり、情報の誤りを正
したりする権利を定めた制度です。

個人情報保護制度とは

不服申立て

決定

答申

内談町個人情報保護審査会

諮問
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個
人
情
報
保
護

個人情報を取り扱うルールを定めました。
○個人情報取扱事務の閲覧
町が個人情報を取り扱う事務について、
取り扱う目的や情報の種類などを掲
載した目録を作成し、閲覧に供します。

○取得の制限
取得の目的を明確にし、目的に必要
な範囲内で適法・適正に取得します。
思想、信条などに関する個人情報の
収集及び本人以外からの情報の収集は、
原則として行いません。

○利用・提供の制限
個人情報を取り扱う事務の目的以外
のために当該個人情報を利用したり、
外部に提供したりすることも、原則
として行いません。

○適正な管理
個人情報が外部に漏れたりしないよ
う適正な管理に努めます。また、個
人情報取扱事務において必要のなく
なった個人情報は速やかに廃棄又は
消去します。

○罰則
職員や個人情報を取り扱う事務の委
託を受けた者等に対する罰則を定め
ました。

○開示請求
町で保有している自分の

個人情報について、開示請
求をすることができます。
○訂正請求
町で保有している自分の

個人情報中、事実に関して
誤りがあるときは、訂正請
求をすることができます。
○利用停止請求
町で保有している自分の

個人情報が取得の制限、収
集の制限、又は利用・提供
の制限に違反した取扱いを
された場合に、利用の停止
や消去、提供の停止を請求
することができます。

自分の情報の
開示・訂正・
利用停止等の
請求ができます。

町が個人情報を保有
しているすべての方が
請求することができま
す。

請求できる方は

個人情報保護窓口（総務課）にお越しいた
だき、請求書に氏名、住所、請求する自己情
報の内容などを記入し、提出していただきます。
その際には、運転免許証等本人であることを
明らかにできるものが
必要となります。

請求方法は

開示・訂正・
利用停止等の請求
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１２
月
定
例
会○

平
成
十
六
年
度
内
談
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）

補
正
額

九
〇，
五
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，
九
〇
七，
三
〇
〇
千
円

・
幹
十
二
号
宮
坂
南
線
道
路
改
良
事
業
費
、

障
害
者
支
援
費
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

一，
九
一
二
千
円

補
正
後
総
額

一，
三
二
七，
七
〇
七
千
円

・
中
間
納
付
に
必
要
な
消
費
税
額
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

一
二
〇，
〇
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

二，
一
四
六，
四
一
一
千
円

・
保
険
給
付
費
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

七
一，
七
七
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，
〇
二
四，
九
〇
六
千
円

・
保
険
給
付
費
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

五，
二
六
九
千
円

補
正
後
総
額

八
五
〇，
八
三
三
千
円

・
加
入
負
担
金
の
増
額
等

○
石
川
中
央
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
組
織

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
二
月
一
日
、
白
山
市
誕
生
に

伴
う
所
要
の
改
正

○
石
川
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
組

合
の
組
織
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
能
美
市
、
白
山
市
、
宝
達
志
水
町
、
中
能

登
町
、
能
登
町
誕
生
に
伴
う
所
要
の
改
正

○
事
務
の
相
互
委
託
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
二
月
一
日
、
白
山
市
誕
生
に

伴
う
所
要
の
改
正

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

・
幹
十
二
号
宮
坂
南
線
道
路
改
良
事
業
に
伴

い
区
域
内
の
砂
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
無

償
譲
渡
す
る
も
の

○
内
談
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

・
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
基
本

事
項
等
の
制
定

○
内
談
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

・
都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の

改
正

・
鶴
ヶ
丘
東
六
十
六
号
線

○
河
北
郡
市
地
方
税
整
理
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

・
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
で
同
一

部
事
務
組
合
を
解
散
す
る
た
め
の
も
の

○
河
北
郡
市
地
方
税
整
理
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

・
同
一
部
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て
の
協
議
書
を
締
結
す
る
も
の

○
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

・
河
北
郡
市
地
方
税
整
理
組
合
か
ら
の
財
産

移
管
に
伴
う
所
要
の
改
正

提
出
議
案

予
算
に
関
す
る
議
案

条
例
の
制
定
及
び
改
正

内
談
町
道
路
線
の
認
定

そ
の
他

第4回内談町議会定例会が12月8日（水）から15日（水）までの8日
間の日程で開催され、慎重審議の結果すべての議案が可決されまし
た。

平成16年

第4回内談町議会定例会
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町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

日常生活の中に自然を感じるチャンネルを作ろう

「環境学習の風は、今」町民フォーラム 「環境学習の風は、今」町民フォーラム 「環境学習の風は、今」町民フォーラム 

11月28日（日）、町民フォーラム「環境学習の風は、
今」が、内談町連合婦人会、壮年会協議会の主催によ
り役場町民ホールで開催されました。
まず、中高生ボランティアZEROのメンバーと、河

北潟水質検査ボランティアの会が事例発表をし、その後、
昨年に続きワークショップが行われました。テーマは「鳥
の目で、魚の目で、そして子どもの目で、身近な自然
を再発見」です。
参加者全員が、講師の環境コンサルタント･大嶽隆

さんのリードで、意見交換しながら内談町の魅力を探り、
環境について考えました。
大嶽さんは、ご自身が住まいする、海と緑がひろが

る神奈川県葉山町を例にあげ、自分の町の魅力を語り
ました。これをきっかけに、参加者は、内談町の白地
図に「町のお宝」を次々に書き込み、5～6人のグルー
プで語り合い、お宝地図を作りました。グループ毎に
OHPを使ってそれぞれの「お宝」を発表し、最後にこ
れらの「お宝」を大切にし、より魅力的なものにする
ために、今後自分で始めてみたいこと、出来ることな
どを話し合いました。
「内談の町をゆっくり歩いてみたい」「自然を意識し
て内談町を考えると、この魅力ある町の自然を子ども
達に伝えていくことが大切なのでは…」など目を輝かせ、
生き生きとたくさんの意見が語られました。

これまでの「ゴミ」から少し視点を変え、参加者自
身が環境を考える主役となり、町の魅力を再発見する
ポジィティブなワークショップは、心に、風を感じ、
風を起こし、風を吹かせようとしていることを感じさ
せてくれるものでした。
会場の町民ホールには、大根布小学校、西荒屋小学

校5年生が調べた河北潟や海に関する資料、河北潟の
水性生物（クサガメ、ミシシッピーアカミミガメ、ア
メリカザリガニ、モクズガニ、ナマズ、テナガエビ、
メダカ、スッポンなど）、また、河北潟周辺の植物を
使った生け花やオブジェ、河北潟の写真、自然を詠ん
だ子ども達の詩を書いた書の作品などが展示され、多
方面からの協力でフォーラムをより心豊かなものにし
てくれました。
参加者全員で考えた「内談町のお宝」は、後日一枚

の地図にまとめられます。

●内談町のお宝
海に沈む夕日・アカシアの林帯・展望台からの眺望（白山、

立山などの山々）・干拓地の中を走る道・権現森・清湖大橋か
ら見えるキラキラ跳ねるボラ・など（詳細は作成予定の地図を
ご覧下さい）。
●事例発表
中高生ボランティアZEROのみなさん
リサイクル活動に参加して
内談中学校3年 船本 大貴・西森 崇徒・山形 光慶

河北潟水質検査ボランティアの会
水質検査に参加して 岸本義昭

●大嶽隆さん（環境コンサルタント）プロフィル
1964年生まれ
ものごころついた頃から生き物が大好きで、野鳥を始め身

近な虫や小動物など生き物全般に強い関心を持つ。長年に亘
り自然観察、自然体験型環境教育の現場に携わる。1985年
より16年間、山梨県清里高原の財団法人キープ協会に勤務。
その後、フィールドを海に移し、オーシャンファミリー葉山
海洋自然体験センター副代表として自然体験活動に従事し
2003年に独立。環境教育事務所ネイチャーズ・アイ主宰。
「自然を見る目」「自然を気に留める感受性」「自然を好き
になる心」を育む様々な活動を通じて、自然とふれあう楽し
さと喜びを伝えたいと願っている。

河北潟ミニ水族館
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図
書
館
情
報

動
物
園
の

し
ろ
く
ま
く
ん

て
が
み
が

来
た
か
い

ま
だ
か
い

は
や
く

小
雪
が
ふ
る
と

い
い
ね

小
雪
は

て
が
み
だ
ろ
？

北
の
国
か
ら
の

て
が
み
だ
ろ
？

曲
芸
団
の

オ
ッ
ト
セ
イ
く
ん

て
が
み
が

来
た
か
い

ま
だ
か
い

は
や
く

氷
が
は
る
と

い
い
ね

氷
は

て
が
み
だ
ろ
？

北
の
海
か
ら
の

て
が
み
だ
ろ
？

〔『
現
代
日
本
童
謡
詩
全
集
10
「
知
ら
な
い
子
」』

宮
澤

章
二

国
土
社
刊
〕

旅た
び

の
香

か
お
り

時と
き

の
遊あ

そ

び
全
国

ぜ
ん
こ
く

お
取と

り
寄よ

せ
編へ

ん

テ
レ
ビ
朝あ

さ

日ひ

竹
炭

ち
く
た
ん

・
竹
酢
液

ち
く
さ
く
え
き

つ
く
り
方か

た

生い

か
し
方か

た

日に

本ほ
ん

竹
炭

ち
く
た
ん

竹
酢
液

ち
く
さ
く
え
き

生
産
者
協

せ
い
さ
ん
し
ゃ
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

駅え
き

ま
で
の
道み

ち

を
お
し
え
て伊い

集
し
ゅ
う

院い
ん

静
し
ず
か

名
探
偵

め
い
た
ん
て
い

を
追お

い
か
け
ろ

日に

本ほ
ん

推す
い

理り

作
家
協
会

さ
っ
か
き
ょ
う
か
い

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

カ
ッ
コ
イ
イ
女

お
ん
な

は「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

上
じ
ょ
う

手ず

葉は

石い
し

か
お
り

高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

の
生
活

せ
い
か
つ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

高
橋

た
か
は
し

紀の
り

子こ

生い

き
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で

素
晴

す

ば

ら
し
い

村
上

む
ら
か
み

和か
ず

雄お

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う

佐
々
木

さ

さ

き

博
ひ
ろ
し

真
夜

ま

よ

中な
か

の
独ひ

と

り
ご
と

瀬
戸

せ

と

内
寂
聴

う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

知し

り
た
が
り
や
の
猫ね

こ

林
は
や
し

真
理
子

ま

り

こ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
活
用
術

あ
ん
ぜ
ん
か
つ
よ
う
じ
ゅ
つ

石い
し

田だ

晴
久

は
る
ひ
さ

僕ぼ
く

た
ち
の
戦
争

せ
ん
そ
う

荻
原

お
ぎ
わ
ら

浩
ひ
ろ
し

（
C
D
）

三
枝

さ
え
ぐ
さ

成
彰

な
り
あ
き

…
カ
ン
タ
ー
タ
「
天
涯

て
ん
が
い

」

ソ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
ビ
デ
オ
）

子こ

ど
も
放
送
局

ほ
う
そ
う
き
ょ
く

夢ゆ
め

ス
タ
ジ
オ

「
強つ

よ

い
心

こ
こ
ろ

を
も
っ
て
」

＊
他
に
も
多
数
の
本
が
入
り
ま
し
た
。

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
図
書
の
検
索
、
予
約
が
で
き

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に

は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

牲
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

図
書
館
情
報

●
『
混
沌
に
息
づ
く
』

板
橋

興
宗

著

一
息
の
呼
吸
に
大
自
然
を
感
じ
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
に
我

が
身
を
託
す
。
現
代
の
日
本
人
が
忘
れ
が
ち
な
感
覚
。
能
登
の

バ
ス
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
思
い
を
こ
ら

す
…
。
透
徹
し
た
禅
の
境
涯
か
ら
、
禅
師
が
「
日
本
」
と
「
日

本
人
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
穏
や
か
な
言
葉
で
語
る
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●

『
松
居
一
代
の
超
お
そ
う
じ
術
』
松
居

一
代

著

お
そ
う
じ
名
人
の
著
者
が
、
身
体
と
地
球
に
や
さ
し
い
自
己

流
お
掃
除
法
を
生
み
出
し
た
。
掃
除
は
大
変
な
も
の
で
は
な
く
、

楽
し
い
も
の
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
考
案
さ
れ
た
掃
除
グ
ッ
ズ
や

ア
イ
デ
ア
を
紹
介
。
松
居
流
「
お
掃
除
マ
ジ
ッ
ク
」
を
あ
な
た

も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
『
し
ん
シ
ン
体
操
』

室
井

滋

著

砂
塩
風
呂
、
足
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
手
作
り
石
け
ん
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
お
肌
を
磨
き
、
前
世
の
自

分
に
会
い
に
行
く
。
今
、
評
判
の
風
水
を
伝
授
さ
れ
、
宇
宙
パ

ワ
ー
で
肩
凝
り
も
す
っ
き
り
…
。
突
撃
体
験
の
楽
し
い
エ
ッ
セ

イ
が
満
載
の
１
冊
。

◎
土
曜
お
は
な
し
会

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

１
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

場
所

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◎
ブ
ッ
ク
・
リ
サ
イ
ク
ル

図
書
館
の
古
く
な
っ
た
本
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

今
回
は
、
絵
本
や
児
童
書
な
ど
子
ど
も
向
け
の
本
が
中

心
で
す
。
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

１
月
５
日
（
水
）
〜
１
月
１６
日
（
日
）

場
所

図
書
館

◎
休
館
日
（
蔵
書
点
検
）

蔵
書
点
検
の
た
め
、
左
記
の
期
間
、
休
館
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

休
館
日

１
月
１７
日
（
月
）
〜
１
月
３１
日
（
月
）

お
知
ら
せ
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消
防
だ
よ
り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999
（ケーブルテレビ9ch副音声）

平
成
七
年
一
月
十
七
日
、
神
戸
市
を
中
心
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
」
に
お
い
て
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
一

月
十
七
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
又
、

一
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
が
た
ち
、
最
近
全
国
各
地
で
大
き
な
地

震
が
発
生
し
て
お
り
、
去
る
十
月
二
十
三
日
、
新
潟
県
で
発
生
し
た
「
中
越

地
震
」
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
動
や
緊
急
時
の
持
ち
物

等
を
再
確
認
し
、
又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
月
十
七
日
は「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

十
二
月
一
日
（
水
）
石
川
県
庁
に
お

い
て
、
平
成
十
六
年
度
優
良
自
衛
消
防

隊
等
の
知
事
表
彰
が
行
わ
れ
、
向
粟
崎

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
受
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の
米
田
和
香

さ
ん
が
出
席
し
、
ク
ラ
ブ
結
成
以
来
家

庭
婦
人
の
代
表
者
と
し
て
「
一
人
ひ
と

り
が
家
庭
に
お
け
る
火
の
取
扱
い
責
任

者
で
あ
る
」
と
訴
え
、
日
頃
か
ら
の
火

災
予
防
に
対
す
る
思
い
が
評
価
さ
れ
、

見
事
栄
誉
あ
る
県
知
事
表
彰
に
輝
き
ま

し
た
。

表
彰
式
に
出
席
し
た
代
表
者
は
「
今

後
も
更
に
ク
ラ
ブ
員
同
士
協
力
し
あ
っ

て
防
火
意
識
の
高
揚
に
勤
め
、
住
み
良

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

と
気
持
ち
を
あ
ら
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

石
川
県
優
良
自
衛
消
防

隊
等
知
事
表
彰
受
賞

「
向
粟
崎
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」

危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日（
日
）・
二
月
二
十
七
日（
日
）

乙
種
第
一
類
・
乙
種
第
二
類
・
乙
種
第
三
類
・
乙
種
第
四
類
・

乙
種
第
五
類
・
乙
種
第
六
類
・
丙
種

会
場

石
川
県
消
防
学
校
・
小
松
工
業
高
校
・
七
尾
工
業
高
校
・

金
沢
工
業
大
学
・
日
本
航
空
学
園

受
付
期
間

平
成
十
七
年
一
月
五
日（
水
）〜
一
月
十
二
日（
水
）

消
防
設
備
士
試
験

日
時

平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日（
土
）

乙
種
第
四
類
・
乙
種
第
六
類
・
乙
種
第
七
類

平
成
十
七
年
二
月
二
十
七
日（
日
）

甲
種
第
一
類
・
甲
種
第
二
類
・
甲
種
第
三
類
・
甲
種
第
四
類
・

甲
種
第
五
類
・
乙
種
第
一
類
・
乙
種
第
二
類
・
乙
種
第
三
類
・

乙
種
第
五
類

会
場

石
川
県
消
防
学
校
（
金
沢
市
東
蚊
爪
町
二
―

五
）

受
付
期
間

平
成
十
七
年
一
月
五
日（
水
）〜
一
月
十
二
日（
水
）

消
防
設
備
士
講
習

日
時
○
警
報
設
備

平
成
十
七
年
二
月
八
日（
火
）・
二
月
九
日（
水
）・

二
月
十
日（
木
）

○
消
火
設
備

平
成
十
七
年
二
月
十
四
日（
月
）・
二
月
十
五
日（
火
）

○
避
難
設
備
・
消
火
器

平
成
十
七
年
二
月
十
六
日（
水
）・

二
月
十
七
日（
木
）

受
講
対
象
者

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内
の
者

②
消
防
設
備
士
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
の
者

会
場

石
川
県
厚
生
年
金
会
館
（
金
沢
市
石
引
四
―

十
七
―

一
）

受
付
期
間

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日（
火
）
〜
一
月
二
十
日
（
木
）

※
受
験
願
書
は
内
談
町
消
防
本
部
予
防
課
ま
で

牲
二
八
六
―

三
三
〇
一

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
消
防
設
備
士
試
験
・

消
防
設
備
士
講
習
の
案
内

一

ま
ず
身
の
安
全
を

丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
隠
れ
、
落

下
物
な
ど
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

二

慌
て
て
屋
外
に
飛
び
出
さ
な
い

外
に
避
難
す
る
と
き
は
揺
れ
が
お
さ
ま
っ

た
後
、
落
下
物
に
注
意
し
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

三

す
ば
や
く
火
の
始
末
を

慌
て
ず
落
ち
着
い
て
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め

ま
し
ょ
う
。

四

扉
や
窓
を
開
け
て
脱
出
口
を
確
保

揺
れ
に
よ
り
ド
ア
が
変
形
し
開
か
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
避
難
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

五

室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意

裸
足
で
歩
か
ず
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
履
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

六

火
が
で
た
ら
す
ぐ
消
火

最
も
恐
ろ
し
い
二
次
災
害
で
す
の
で
、
隣

近
所
と
協
力
し
て
初
期
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

七

隣
近
所
と
声
を
か
け
あ
っ
て

普
段
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
作
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

八

正
し
い
情
報
を
聞
こ
う

ラ
ジ
オ
等
で
正
し
い
情
報
を
聞
き
、
パ
ニ

ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
時
の
心
得
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警

察

県内の110番は、すべて石川県警察本部（金沢市）に
かかります。事件・事故の現場にパトカーが早く着くた
めに、正しい町名、番地、目標物などをお知らせください。

◎110番のかけ方4つのポイント
①何があったか（「事件」ですか？「事故」ですか？）
②いつ、どこで（「町名」、「番地」、「目標物」を）
③事件の犯人、事故の相手はどうしたか（「そこにいる」、
「逃げた」、「人相」、「特徴」は）
④あなたの住所、お名前、電話番号

◎その他のポイント
○携帯電話で110番をかける場合は、そのまま「110番」
をプッシュしてください。運転中の場合は、必ず停車
してから110番してください。
○110番は、通報を受けながら、無線指令によりパトカ
ーを現場へ向かわせています。あわてず、落ち着いて
お話してください。

安心の相談ダイヤル＃9110
～緊急の用件以外は、警察相談専用電話＃9110又は
お近くの警察署、交番、駐在所へご相談ください。～

「LED式信号機」ってご存じ？
今回、日頃何気なく見ている信号機の灯器の話です。
信号機のレンズの目玉の大きさは、直径25㎝と30㎝

が主流です。従来の信号灯器は100～60Wの電球を使
っていましたが、その後、青色LED（発光ダイオード）
の開発によりLED式信号灯器が誕生しました。
LED式信号灯器の1つの目玉には192個のLEDを使っ

ています。

○消費電力は、15Wなので省エネ型であり、切れるこ
とはありません。反射板やレンズを使用しないので疑
似点灯現象がなくなり円の隅まで明るく見えます。歩
行者灯器は、人の部分だけが発光し見えやすくなりま
した。
○難点は、灯器は約6年に1回の交換が必要です。値段
が従来の2～3倍高くなります。

内談町にもLED式信号灯器が11月に旭ヶ丘交差点、
向陽台1丁目交差点の2箇所で誕生しました。皆さん一
度見てみませんか？

平成16年度石川県交通安全県民大会、石川県安全安
心まちづくり大会で、多年にわたり交通と防犯部門に活
躍された次の方々と団体、事業所が表彰されました。受
賞された方は次の皆さんです。

【交通部門】
「平成16年度石川県交通安全県民大会」 於：金沢市
拭石川県知事表彰
○交通安全功労者 野村親八（鶴ヶ丘）
植中部管区警察局長、中部交通安全協会協議会会長
連名表彰
○優良運転者 出嶋巌（大清台）
殖全日本交通安全協会会長、交通栄誉章「緑十字」
銅章表彰
○優良運転者 高橋保（千鳥台）

亀井勇（鶴ヶ丘）
清水長次（鶴ヶ丘）

燭石川県警察本部長、石川県交通安全協会会長連名表彰
○交通安全功労者 中島幸雄（緑台）

森野権司（大根布）
○優良街頭交通推進隊員 谷内秀敬（向粟崎）

小竹純（大清台）
黒田修（室）

○優良運転者 山本登志晃（向陽台）
天井清了（向陽台）
加須屋利行（アカシア）
西山順二（鶴ヶ丘）
澤倉重雄（鶴ヶ丘）
丸一邦彦（大根布）
米田勉（緑台）

織石川県警察本部長、石川県安全運転管理者協議会
連合会会長連名表彰
○優良安全運転管理者など ㈱茶谷組

【防犯部門】
「平成16年度石川県安全安心まちづくり大会」

於：金沢市
石川県知事表彰
○防犯功労者 木下登（アカシア）
○防犯功労団体 鶴ヶ丘東地区青少年健全育成会



2005.1.5.（13）

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

日本のお正月は、お盆と並んで1年間の中で大事な
日々だと思います。外国人からみると、日本のお正
月といえば家族でおせち料理を食べて、一緒に神社
へお参りに行くことだと感じます。外国では、クリ
スマスは日本の正月と同じように、故郷へ帰って家
族と一緒に過ごすことを大事にします。オーストラ
リアでは1年間2度、宗教的な、とても神聖なイース
ター（Easter）とクリスマス（Christmas）に、ほ
とんどの店（カジノを含み）が閉まって、全国的に
休みです。世界の中にも、民族と宗教により、多く
の人が祝う、祝祭日があります。
Ramadan（ラマダン）
神聖なイスラム暦*の9月の1月間、日の出から日の

入りまで断食します。
Channuka、又はHannuka（ハヌカ）
ユダヤ暦*の9月の25日から8日間、家でろうそく

をつける大事なユダヤ祭日です。
旧正月
中国陰暦*の正月、15日まで新年を祝うという意味

で様々な行事が行われます。
Divali、又はDiwali（ディバリ）
ヒンドゥー教徒とインド系人が光の女神を礼拝す

る5日間の祭日です。

*イスラム暦、ユダヤ暦と中国陰暦は外国の昔の暦（こ
よみ）です。

日本で普通の野菜であるれんこん、ごぼうなどは、
外国ではあまり売ってません。見たことがないし、
もちろん調理方法も分かりません。私は、色々な美
味しい物を食べないともったいないと思ったので、
外国人の菜食主義者を対象とする日本料理教室を行
いました。参加者は楽しく話しをしながら、美味し
いれんこんハンバーグ、ごぼうのたたきなどを作って、
食べました。

募集部門とテーマ
小学生部門：低学年（1～3年）
個人 自己紹介・英語（1分以内）
団体 歌またはロール・プレイ・英語（3分以内）
高学年（4～6年）
個人 私の宝物（Show and Tell）・英語（3分以内）
中学生部門：自由テーマ・英語（2分以上3分以内）
高校生部門：自由テーマ・英語（4分以上5分以内）
一般人部門：自由テーマ・英語（4分以上5分以内）
また、新たに日本語部門も行います。石川県在住

外国人で、日本語を学んだ経験が2年以下の方を、募
集中です。論題は、「日本が大好き！」と「びっく
りした！」の中から一つを選んで、自分の体験や感
想を発表します。
日本語部門：「日本が大好き！」又は「びっくりし
た！」（4分以上5分以内）
申し込み締め切り：平成17年2月15日（火）
お問い合わせ・ご応募：
教育委員会 生涯学習課 TEL：286－6716

今の世界は、通信産業とインターネットのおかげで、
一つの地球村となっている時代です。国と国の距離
は近くなって、貿易的、外交的、民間的な交流機会
がたくさんあると思います。そして、人と人の距離
も近くなります。毎日の生活の中で、外国に接する
ことがいっぱいあると思うけど、皆さん多分気がつ
いてないかもしれません。たとえば、日本人の松井
秀喜さんはアメリカのメジャーリーグで活躍してい
るとか、どこの国にも日本の自動車が走っているとか、
マクドナルドは世界中120以上の国にあるとか、60
年前に想像もできないことでした。最近「小松－上
海便」が運行され、とても便利になりました。皆さ
んも中国へ旅行をする期待が増えたでしょう？
国際化と国際交流という言葉はとても理論的な言

葉だと思います。私は、内談町の国際交流員として、
実行できるイベントや活動を目指しています。外国
の文化と行事を紹介するだけではなく、日本に在住
する外国人が日本文化に親しむことが出来るように
していきたいと思います。皆さんご意見と質問があ
りましたら、下記のメールアドレスまで、ぜひ聞か
せて下さい。

P.Pan@town.uchinada.ishikawa.jp

ハヌカで使われている九つのろうそくをつける
台であるMenorah（メノラー）です。
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カ
ス

１１
月
１８
日
（
木
）
姫
路
市
、
兵
庫
県
立
武
道
館

で
行
わ
れ
た
第
４５
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協

議
会
に
お
い
て
内
談
町
体
育
指
導
委
員
会
が
優
良

団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
体
育
指
導
委
員
会
は
、
永
年
に
亘
り
、
チ
ビ

ッ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
積
極
的
に
推
進
、
少
年
の

健
全
育
成
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
ま
た
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
も
参
画
す
る
な
ど

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

内
談
町
体
育
指
導
委
員
会

全
国
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

１２
月
５
日
（
日
）
加
賀
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

石
川
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
表
彰
式
が
あ
り
、

内
談
町
か
ら
は
加
須
屋
利
行
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

指
導
者
と
し
て
、
各
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
積
極
的

に
参
加
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
普

及
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月
２２
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
１
歳
か
ら

３
歳
児
の
あ
そ
び
の
教
室
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
に
親
子

約
５０
組
が
参
加
し
て
「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
る
ー
え
ん
や
健
康
つ
く
り
推
進
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
町
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
親
子

で
ト
ナ
カ
イ
の
お
面
造
り
や
た
の
し
い
ゲ
ー
ム
、

参
加
者
全
員
で
ゲ
ー
ム
感
覚
で
の
ツ
リ
ー
つ
く
り

な
ど
を
し
ま
し
た
。
約
一
時
間
の
会
は
み
ん
な
笑

顔
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
パ
ン
ダ
ク
ラ

ブ
や
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
楽
し
く
た
め
に
な

る
育
児
教
室
な
ど
の
ほ
か
、
平
日
の
９
時
か
ら
１７

時
ま
で
（
お
昼
休
み
有
り
）
の
ホ
ー
ル
の
一
般
開

放
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
お
子
様
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

加
須
屋
さ
ん
、
石
川
県
体
育
指
導
委
員

協
議
会
表
彰
を
受
賞

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね

保
健
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
１６
年
度
石
川
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
及

び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰
式
が
１０
月
２９
日

に
行
わ
れ
、
内
談
町
か
ら
は
次
の
方
々
に
石
川
県

知
事
よ
り
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

中
村
進
（
剣
道
連
盟
）

※
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

内
談
町
卓
球
協
会

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

牲
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７

砂
丘
に
ま
つ
わ
る
文
学
と
音
楽
の
つ
ど
い
「
内

談
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
五
木
寛
之
論

楽
会
」
は
、
１２
月
４
日
（
土
）、
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
に
よ
る
文
学
講
演
に
続

き
、
第
２
部
で
は
、
二
度
の
大
病
に
よ
る
左
半
身

麻
痺
状
態
か
ら
奇
跡
の
復
活
を
と
げ
た
、
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
本
田
竹
広
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。「
月
の
砂
漠
」
や
「
仰
げ
ば
尊
し
」
な

ど
身
近
な
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
作
品
が
披
露
さ
れ
、

本
田
さ
ん
の
奏
で
る
神
が
か
り
的
な
ピ
ア
ノ
の
音

色
が
、
観
客
の
心
に
し
み
わ
た
り
ま
し
た
。

第
３
部
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
山
崎
ハ
コ
さ
ん
、「
内
談
愁
歌
」

で
お
な
じ
み
の
松
原
健
之
さ
ん
ら
の
す
て
き
な
歌

声
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

「
冬
だ
け
ど
水
中
運
動
会
」
開
催
！

１２
月
１２
日
（
日
）
内
談
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ
主
催
の
「
冬
だ
け
ど
水
中

運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
約
８０
名
が
玉
入
れ
や
綱
引
、

イ
カ
ダ
競
技
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
水
中
で
の
慣
れ
な
い
動
き

に
各
選
手
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
で
準
備
運
動
を
行
い
、
競
技

途
中
に
は
園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
や
国
体
出
場
経
験
の
あ
る
本
格
的
な
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
競
技
終
了
後
に
は
内
談
中
学
校
水
泳
部
に
よ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

ボ
ー
イ
ズ
＆
ガ
ー
ル
ズ
に
よ
る
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
で
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、
中
学
生
た
ち
の
息
の
あ
っ
た
演

技
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
と
喝
采
を
浴
び
、
中
学
生
た
ち
も

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
満
足

そ
う
で
し
た
。

丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

砂

１１
月
２６
日
（
金
）
石
川
県
庁
に
お
い
て
平
成
１６
年
度
石
川

県
統
計
功
労
者
表
彰
並
び
に
石
川
県
統
計
協
会
長
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
内
談
町
統
計
調
査
員
の
寺
谷
い
つ
子
さ
ん
（
千
鳥

台
）
が
統
計
功
労
者
表
彰
、
竹
内
悦
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
３
）

が
統
計
協
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

寺
谷
さ
ん
は
１４
年
間
内
談
町
統
計
調
査
員
と
し
て
実
に
４１

回
の
調
査
に
携
わ
り
、
内
談
町
の
み
な
ら
ず
国
、
県
の
調
査

で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

竹
内
さ
ん
は
７
年
間
１２
回
の
調
査
に
携
わ
り
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
寺
谷
さ
ん
が
「
統
計
調
査
の
使
命

と
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
努

力
を
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

石
川
県
統
計
功
労
者
表
彰
並
び
に

石
川
県
統
計
協
会
長
表
彰
受
賞
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く女性の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

③
賃
金

月
額

１
４
４，
０
０
０
円

他
夜
間
の
手
当
有
り

④
そ
の
他

雇
用
保
険
有
り

採
用
予
定
日
▼
平
成
１７
年
２
月
１
日
（火）

一
、
二

共
通
事
項

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

介
護
職
員

そ
れ
ぞ
れ
１
名

応
募
期
限
▼
平
成
１７
年
１
月
１７
日
（月）

応
募
要
領
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格

証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
及
び
方
法
▼

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

牲
２
８
６
―

９
９
１
１

内
談
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
数
▼
パ
ー
ト
職
員

１
名

応
募
資
格
▼

内
談
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
６０
歳
迄
の

健
康
な
方

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

職
員
募
集

一

正
規
職
員
募
集

応
募
資
格
▼

介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

資
格
を
取
得
の
方
で
年
齢
３５
歳
ま
で
の
健
康

な
方

勤
務
条
件
等
▼

①
勤
務
時
間

１
週
当
り
４０
時
間
勤
務
で

夜
間
勤
務
有
り

②
賃
金

面
談
に
よ
り
決
定

③
そ
の
他

社
会
保
険
有
り

他
福
祉
会
規
定
に
よ
る

採
用
予
定
日
▼
平
成
１７
年
２
月
１
日
（火）

二

臨
時
職
員
募
集

応
募
資
格
▼

介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

資
格
を
取
得
の
方
で
年
齢
４５
歳
ま
で
の
健
康

な
方

勤
務
条
件
等
▼

①
雇
用
期
間

１
年
間

②
勤
務
時
間

１
週
当
り
４０
時
間
勤
務
で
夜

間
勤
務
有
り

勤
務
条
件
等
▼

賃
金

組
合
規
定
に
よ
る
（
月
額
支
給
）

休
日

週
休
２
日
制
（
主
に
友
引
の
日
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

そ
の
他

社
会
保
険
あ
り
。
そ
の
他
組
合

規
定
に
よ
る

二

パ
ー
ト
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

会
葬
者
へ
の
案
内
及
び
接
待
。
待
合
棟
の

清
掃
な
ど

１
名

勤
務
条
件
等
▼

賃
金

時
給
１，
０
０
０
円

（
月
額
７
〜
８
万
円
位
）

休
日

週
休
２
日
制
（
主
に
友
引
の
日
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

但
し
、
予
約
状
況
に
よ
り
始
業
・
終
業

時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

一
、
二

共
通
事
項

勤
務
場
所
▼
河
北
斎
場
待
合
棟

（
内
談
町
西
荒
屋
へ
７１
―

１
）

応
募
資
格
▼
６０
歳
ま
で
の
勤
勉
明
朗
で
内
談

町
在
住
の
方
。
勤
務
場
所
ま
で
車
で
通
勤

で
き
る
方

採
用
予
定
▼
平
成
１７
年
４
月
１
日
（金）

業
務
内
容
▼
浴
場
巡
回
、
清
掃
業
務
他

勤
務
条
件
▼
賃
金

時
給
８
６
０
円

（
午
後
６
時
よ
り
１，
０
７
５
円
）

勤
務
時
間
▼

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
１５
分

午
後
４
時
１５
分
〜
午
後
９
時
４５
分

交
替
勤
務
（
勤
務

週

３
日
程
度
）

応
募
期
間
▼
平
成
１７
年
１
月
１８
日
（火）

履
歴
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
１７
年
２
月
１
日
（火）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
福
祉
セ
ン
タ
ー牲２

８
６
―

３
１
０
０

河
北
斎
場

嘱
託
職
員
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

河
北
斎
場
で
は
、
嘱
託
職
員
と
パ
ー
ト
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一

嘱
託
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

斎
場
の
予
約
受
付
、
施
設
の
管
理
運
営
な

ど

１
名
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時
間
▼
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
１
時

講
師
▼

加
藤
重
和
（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
ふ
き
ん

受
講
料
▼
５
０
０
円

（
そ
の
他
材
料
代
１，
５
０
０
円
）

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
作
り
ま
す
。

定
員
▼
１５
名

締
切
日
▼
平
成
１７
年
１
月
３１
日
（月）

対
象
者
▼
町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
勤
務
の

方
（
学
生
は
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
働
く
女
性
の
家

（
月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

積
雪
時
の
メ
ー
タ
ー

検
針
に
つ
い
て

水
道
課
で
は
毎
月
５
日
を
基
準
日
と
し
て

メ
ー
タ
ー
検
針
に
伺
っ
て
い
ま
す
が
冬
期
間

は
積
雪
に
よ
り
検
針
で
き
な
い
家
庭
も
で
て

き
ま
す
。
積
雪
に
よ
り
検
針
が
で
き
な
い
場

合
は
過
去
３
ヵ
月
間
の
使
用
水
量
の
平
均
を

も
っ
て
料
金
を
計
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
検
針
員
が
郵
便
受
け
な
ど
に

入
れ
る「
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」用

紙
に
「
雪
の
事
由
に
よ
り
使
用
水
量
を
認
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
実
際
の
使
用
水
量
と
認
定
水
量
と

の
差
は
翌
月
に
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

又
、
あ
わ
せ
て
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
車
等

を
お
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
下
さ
い
。

応
募
要
領
▼

町
民
部
町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
採
用
申

込
書
に
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
平
成
１７
年
１
月
２５
日
（火）

面
接
期
日
▼

後
日
、
応
募
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

働
く
女
性
の
家
講
座
案
内

☆
I
T
相
談
会

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
知
識
・
操
作
に
関
す

る
相
談
会

◎W
o
rd

を
学
ぼ
う

開
講
日
▼
１
回
目

平
成
１７
年
２
月
７
日
（月）

２
回
目

平
成
１７
年
２
月
８
日
（火）

◎E
xcel

を
学
ぼ
う

開
講
日
▼
１
回
目

平
成
１７
年
２
月
２１
日
（月）

２
回
目

平
成
１７
年
２
月
２２
日
（火）

時
間
▼

い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

講
師
▼
石
川
県
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
▼

筆
記
用
具
・
あ
れ
ば
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
１０
名

締
切
日
▼
平
成
１７
年
１
月
３１
日
（月）

☆
料
理
教
室

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
よ
せ
て
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ケ
ー
キ
作
り

開
講
日
▼
平
成
１７
年
２
月
８
日
（火）

河
北
潟
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
！

内
談
町
で
は
、
河
北
潟
の
美
し
い
環
境
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
『
河
北
潟
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
』
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

内
談
の
自
然
を
代
表
す
る
河
北
潟
、
そ
の

冬
の
景
色
を
、
あ
な
た
の
ア
ン
グ
ル
で
と
ら

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
▼
冬
の
河
北
潟

応
募
資
格
▼
内
談
町
在
住
者

初
心
者
大
歓
迎

応
募
規
格
▼
四
つ
切

（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ

い
ず
れ
も
可
）

応
募
方
法
▼

裏
面
に
町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
応
募
票

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
点
数
▼
一
人
２
点
ま
で

審
査
▼
内
談
町
写
真
協
会
会
員

表
彰
▼
最
優
秀
賞

１
点

優
秀
賞

３
点

佳
作

１０
点

応
募
者
全
員
に
参
加
賞

展
示
▼

内
談
町
役
場
に
て
、
平
成
１７
年
４
月
か
ら

５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

締
め
切
り
▼
平
成
１７
年
３
月
１５
日
（火）

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

※
写
真
の
撮
影
方
法
に
つ
い
て
、
写
真
協
会

の
会
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
右
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

冬
期
間
は
凍
結
に
よ
っ
て

水
道
管
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
配
管
や
蛇
口
付
近
は
破
損
事
故
に

あ
い
や
す
い
の
で
、
保
温
材
と
し
て
、
簡
単

に
で
き
る
保
温
チ
ュ
ー
ブ
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
等
に
あ
り
ま
す
）
を
巻
く
か
、
あ
る
い
は

夜
間
に
蛇
口
か
ら
少
し
水
を
出
し
て
お
く
等

を
し
て
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
器

横
の
止
水
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
、
水
道
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
破
損
は
し
て
い
な
い
が
凍
結
し
て

水
が
出
な
い
場
合
は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
く
だ
さ
い
（
熱
湯
を
急
に
か
け
た

り
す
る
と
ヒ
ビ
割
れ
や
破
損
を
お
こ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

保温図

例１
のり付け

布きれなどを
巻き、鉄線で
しばる。その
上からビニー
ルテープなど
を巻く。

例２
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い
て
、
当
該
各
月
の
支
払
額
か
ら
千
円
を
控

除
し
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
奨
学
金
☆

給
付
対
象
者
▼

内
談
町
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

で
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
者
に
対
し
、
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。
保
育
所
等
に
入
所
さ
れ

て
い
る
者
及
び
就
学
期
間
中
の
者
に
限
り
ま

す
（
た
だ
し
、
子
ど
も
が
満
１８
歳
に
達
し
た

日
以
降
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
と
し
ま
す
）

支
給
額
▼
児
童
一
人
当
た
り

学
齢
前
児
童
・
小
学
生

２，
０
０
０
円

中
学
生
・
高
校
生

２，
５
０
０
円

窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
部
町
民
生
活
課

児
童
手
当
が
小
学
校
３
年
生

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
が
、
義
務
教
育
就
学
前
（
６
歳

到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学

校
第
３
学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
新
た

に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児
童
の

保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
認
定
請
求
等

の
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
申
請

が
お
済
み
で
な
い
方
は
至
急
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
▼
①
認
定
請
求
書

②
請
求
者

（
児
童
の
保
護
者
）の
認
印

③
請
求
者
名
義

の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）

④
健
康
保

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す
！

☆
児
童
扶
養
手
当
☆

受
給
資
格
者
▼

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
母
や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
（
養
育
者
）
で
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
公
的
年
金
受
給
者

を
除
く
）

・
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童
（
児
童
が

年
金
の
加
算
対
象
の
場
合
は
除
く
）

・
父
の
生
死
が
１
年
以
上
明
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童

・
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

注
意
…
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
同
居
し
て

い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
法
令
で
定
め
ら

れ
た
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
☆

給
付
対
象
者
▼

内
談
町
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
ま
た
は
母
及
び
児
童
（
児
童
と
は
満
１８

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま

で
の
間
に
あ
る
も
の
）
に
対
し
、
医
療
費
に

係
る
一
部
負
担
金
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
お

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
様
へ

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
給
与
を
支
払
っ

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
法
の
定
め
に
よ
り

前
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
の
総
額
等
必
要
事

項
を
記
入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

左
記
の
と
お
り
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
▼
平
成
１７
年
１
月
３１
日
（月）

提
出
先
▼
従
業
員
の
平
成
１７
年
１
月
１
日
現

在
の
居
住
地
の
市
区
町
村
住
民
税
担
当
課

※
な
お
、
既
に
総
括
表
（
給
与
支
払
報
告
書

用
）
を
お
送
り
し
て
あ
る
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
ず
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
の
異
動
届
出
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
決

定
す
る
た
め
、
平
成
１６
年
中
に
異
動
の
あ
っ

た
土
地
、
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平
成

１７
年
１
月
２１
日
（金）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ

申
告
又
は
届
出
を
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
届
出
の
必
要
な
方
は
平
成

１６
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
最
終
ペ

ー
ジ
添
付
の
「
は
が
き
」
を
お
使
い
下
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
方
▼

①
住
宅
用
地
を
取
得
さ
れ
た
場
合

②
住
宅
用
地
を
変
更
し
た
場
合

③
家
屋
の
増
築
を
し
た
場
合

④
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
場
合

⑤
住
宅
を
住
宅
以
外
に
使
用
し
た
場
合

⑥
住
宅
以
外
の
家
屋
を
住
宅
と
し
て
使
用
し

た
場
合

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

険
証

⑤
平
成
１６
年
１
月
２
日
以
降
に
内
談

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
区

町
村
発
行
の
平
成
１６
年
度
の
所
得
証
明
書
が

必
要
で
す
。

手
続
き
窓
口
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
償
却
資
産
申
告
書
』
の
提
出
に
つ
い
て

内
談
町
内
に
償
却
資
産
（
土
地
、
家
屋
以

外
の
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
機
械
・
器
具

及
び
附
属
設
備
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
次
の
と
お
り
必
要
事
項
を
記
入
し
た
償

却
資
産
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
平
成
１６
年
度
の
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
１６
年
中
の
増
加

又
は
減
少
資
産
を
各
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

②
平
成
１６
年
１
月
１
日
以
降
に
事
業
を
開
業

し
た
方
、
又
は
税
務
課
か
ら
償
却
資
産
申

告
書
に
「
全
資
産
申
告
」
と
お
願
い
し
た

方
は
、
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
の
全
資

産
を
増
加
資
産
用
の
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

③
平
成
１６
年
中
に
償
却
資
産
の
増
減
が
な
い

場
合
又
は
廃
業
、
解
散
さ
れ
た
場
合
で
も

そ
の
旨
を
備
考
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
提
出
期
限

平
成
１７
年
１
月
２４
日
（月）

（
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
期
限
は
１
月
３１

日
（月）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
処
理
の
都

合
上
、
前
記
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）
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第４期第３期

平成16年度

第１期 第２期

介護保険からのお知らせ １月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成16年度中に65歳に到達される方については、平成17年9月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
平成15年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成16年10月から納付

方法が年金からの天引き（特別徴収）に変更となっていますので、ご注意ください。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成16年度第4期分の納期限は、1月31日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは 町民部介護保険室

第５期

７月10日～
8月2日

９月１日～
９月30日

11月１日～
11月30日

１月１日～
1月31日

３月１日～
３月31日

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が
便利です。金融機関・郵便局・役場で手
続きができます。

年金のお届けもお忘れなく

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられな
くなり、介護保険料の天引きができなくなる場合があり
ます。年金の現況届は速やかに提出しましょう。

本
年
度
の
石
川
県
内
の
各
最
低
賃
金
の
改

正
状
況
に
つ
い
て
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
「
石
川
県
最
低
賃
金
」
は
、

時
間
額
6
4
６
円
と
な
り
ま
し
た
。。

産業別最低賃金

石川県紡績、染色整理、綱・網製造業最低賃金

石川県金属素形材製品、ボルト・ナット・リベット・
小ねじ・木ねじ等、その他の金属製品、一般機械器具、
発電用・送電用・配電用・産業用電気機械器具製造業
最低賃金

石川県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金
（略称）

石川県民生用電気機械器具、電子応用装置、情報通
信機械器具、電子部品・デバイス、磁気テープ・磁気
ディスク製造業最低賃金

石川県百貨店、総合スーパー最低賃金
（50人以上の各種商品小売業）

日額

日額廃止

日額廃止

日額廃止

日額廃止

日額廃止

時間額

693円

発効年月日

平成15年12月31日

738円 平成16年12月31日

777円 平成16年12月31日

石川県自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業最
低賃金

777円 平成16年12月26日

763円6,102円 平成11年12月26日

石川県建設用・建築用金属製品製造業最低賃金（略称）
676円5,406円 平成 5年12月26日

715円 平成16年12月27日

詳
細
は
、
石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
「
牲

２
６
５
―

４
４
２
５
」
又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

石
川
県
内
の
最
低
賃
金
の
改
正
の
お
知
ら
せ
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か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

冬
は
寒
さ
や
乾
燥
の
た
め
に
、
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
い
季
節
で
す
。
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
。

日
頃
か
ら
体
調
を
整
え
、
元
気
に
冬
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
法
▼

◯
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
ビ
タ
ミ
ン
補
給

◯
極
端
な
厚
着
・
薄
着
は
し
な
い

◯
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
中
は
、

な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
る

◯
石
鹸
を
使
っ
て
こ
ま
め
に
手
を
洗
う

◯
十
分
な
睡
眠

◯
体
調
を
調
え
る
適
度
な
運
動

◯
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る

◯
帰
宅
後
は
う
が
い
を
て
い
ね
い
に
行
う

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

今
年
風
し
ん
は
近
年
最
大
の
流
行
を
示
し

て
お
り
、
昨
年
ま
で
は
年
間
１
例
あ
る
か
な

い
か
だ
っ
た
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
も
今
年

は
既
に
５
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の

流
行
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、

流
行
は
数
年
続
く
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

個
人
予
防
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

い
、
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
社
会
に
お
け
る
風
し
ん
の
ま
ん
延
を

防
ぎ
、
妊
娠
中
の
女
性
を
風
し
ん
か
ら
守
る

た
め
に
は
男
女
と
も
が
予
防
接
種
に
よ
り
免

疫
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

B
C
G
予
防
接
種
が

変
わ
り
ま
す

結
核
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
１７
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

《
定
期
予
防
接
種
の
改
正
点
》

①
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
る
不
必
要

な
予
防
内
服
等
の
弊
害
を
回
避
す
る
こ
と

等
の
理
由
か
ら
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
お
こ
な
わ
ず
に
B
C
G
接
種
を
行
う
。

②
結
核
の
感
染
前
に
予
防
接
種
を
実
施
す
る

事
に
よ
り
乳
幼
児
期
の
重
症
結
核
等
を
予

防
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
接
種
時
期
を

生
後
直
後
か
ら
生
後
６
か
月
に
達
す
る
ま

で
の
期
間
と
す
る
。

※
生
後
６
か
月
以
降
の
接
種
費
用
は
保
護
者

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接

種
法
の
健
康
被
害
救
済
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

現
在
、
接
種
期
間
は
満
４
歳
に
達
す
る
ま

で
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
B
C
G
未
接
種

者
は
平
成
１７
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
う
毎
月
１
回
の
集
団
接
種
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。
１
月
中

旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ

ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
に
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
企
画
調
整
課

６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
６５
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
１５
年
２
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方

注：

６５
歳
に
な
ら
れ
る
方

で
障
害
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育

Ａ
・
B
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
１
月
２６
日
（水）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
保
険
年
金
課

生
後
１２
か
月
以
上
９０
か
月
未
満
の
お
子
さ

ん
で
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
た
定

期
接
種
と
し
て
、
無
料
で
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
２１

〜
健
康
日
本
２１

食
生
活
実
践
講
座
〜

「
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？
」

こ
う
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
即

座
に
「
は
い
」
と
答
え
ら
れ
ま
す
か
。
健
康

は
、
な
に
げ
な
く
暮
ら
し
て
い
る
毎
日
の
生

活
習
慣
、
な
か
で
も
食
習
慣
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
健
康
日
本
２１
」

の
主
旨
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
食
生
活
習
慣
の

改
善
を
実
施
し
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
肥
満

や
欠
食
を
減
ら
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

健
康
と
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
向
上
お
よ

び
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

日
時
▼
平
成
１７
年
２
月
７
日
（月）

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

会
場
▼
働
く
女
性
の
家

申
し
込
み
先
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

２
０
０
５
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
１７
年
２
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に

「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
「
２
０

０
５
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
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新
型
住
宅
ロ
ー
ン

長
期
・
固
定
金
利
の
新
型
住
宅
ロ
ー
ン
が

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

住
宅
金
融
公
庫
の
証
券
化
支
援
事
業
を
活

用
し
た
新
し
い
長
期
・
固
定
金
利
住
宅
ロ
ー

ン
「
新
型
住
宅
ロ
ー
ン
」
は
、
平
成
１６
年
１０

月
か
ら
収
入
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、

中
古
住
宅
も
融
資
対
象
に
加
わ
り
、
一
層
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
住

宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。（http://w

w
w
.jyuko

u.go
.jp/

）

問
い
合
わ
せ
先
▼
住
宅
金
融
公
庫
北
陸
支
店

新
型
住
宅
ロ
ー
ン
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

牲
０
７
６
―

２
３
３
―

４
２
５
７

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
参
加
申

込
者
に
は
後
日
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す
。

第
１４
回
石
川
県
警
察
音
楽
隊

定
期
演
奏
会
の
開
催
♪

日
時
▼
平
成
１７
年
２
月
６
日
（日）

開
場
▼
午
後
０
時
３０
分

開
演
▼
午
後
１
時
３０
分

場
所
▼
金
沢
市
石
引
４
丁
目

石
川
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
目
▼

ホ
ル
ス
ト
組
曲「
惑
星
」よ
り
火
星
＆
木
星

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
選
組
」
ほ
か

ド
リ
ル
演
奏
▼

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
「
英
雄
へ
の
道
」

友
情
出
演
▼

泉
野
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

遊
学
館
高
等
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。

※
マ
イ
カ
ー
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

県
警
広
報
相
談
課
広
報
室

牲
２
２
５
―

０
１
１
０

内
線
２
１
４
３

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」

参
加
者
募
集
！

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ
」
が
い
よ
い
よ

４
月
（
予
定
）
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
の
体
験
教
室
の
一
環
と
し
て
「
親
子
ス

キ
ー
教
室
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
時
▼
平
成
１７
年
２
月
２７
日
（日）

※
日
帰
り
ス
キ
ー
バ
ス

午
前
７
時
に
役
場
庁
舎
前
出
発
、

午
後
５
時
３０
分
帰
着
（
予
定
）

場
所
▼
岐
阜
県
・
白
弓
ス
キ
ー
場

（
バ
ス
で
約
９０
分
）

対
象
▼
小
学
生
以
上
の
親
子
及
び
一
般

（
定
員
４０
名
）

但
し
、
４
年
生
以
上
の
小
学
生
は
一
人
で

の
参
加
も
可
。
中
学
生
、
一
般
の
参
加
も
可
。

内
容
▼
①
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ス
キ
ー
教
室

②
ス
キ
ー
を
使
っ
た
雪
上
ゲ
ー
ム

③
滑
走
タ
イ
ム
申
告
レ
ー
ス
、
な
ど

参
加
費
▼
大
人
１，
０
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

子
供
５
０
０
円
（
小
学
生
）

但
し
、
昼
食
代
、
リ
フ
ト
代
、
ス
キ
ー
レ

ン
タ
ル
代
等
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
▼
内
談
町
ス
キ
ー
協
会

角
谷

牲
２
３
８
―

０
５
９
０

又
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

牲
２
８
６
―

６
７
１
６

参
加
希
望
者
は
、
１
月
３１
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
込
下
さ
い
。
定
員
に
達
し
次
第
、
締

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

２
０
０
５
年
１
月
１
日
か
ら
、「
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
平
成
１７
年
１
月

か
ら
自
動
車
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
所
有
者

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
や
、
廃
車

の
場
合
は
県
な
ど
に
登
録
し
て
い
る
引
取
業

者
に
引
き
渡
す
こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

牲
０
３
―

５
６
７
３
―

７
３
９
６

リサイクルを
実施

自動車メーカー・
輸入業者

例 普通乗用車の場合 10,000円～18,000円程度
（エアバッグ類4個、エアコン有り）

新車購入時に
新車ディーラ
ー経由で支払
います。

シュレッダーダスト、エアバッグ類、フロン類を引き取
ってリサイクル、又は破壊します。これらの状況は情報
管理センターで一元的に管理され、不法行為がないよう
見張ります。

最初の車検時ま
でに支払います。
（支払われていない場合
は車検を受けられません）

リサイクル料金を管理します。

リサイクル料金を支払
うと、支払済の証明とし
てリサイクル券が発行
されます（廃車時は引取証明書）。

リサイクル料金を運用し、
再利用可能な部品や金
属の回収、リサイクルを
実施します。

自治体に登録した
引取業者に渡す際
に支払います（車検
前に廃車の場合）。

新車購入

資金管理法人
自動車リサイクル
促進センター

現在お使いの車

2005年1月以降

リサイクル券
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番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者

平成16年度入札契約一覧（100万円以上）

1 12月03日 室地区汚水管きょ築造工事に伴う上水道管布設替工事設計委託業務 ㈱東洋設計 2,362,500

2 12月03日 鶴ヶ丘2丁目地内汚水管きょ築造工事 スガウエ建設㈱ 1,890,000

3 12月13日 情報資産管理システム導入業務 ㈱石川コンピュータ・センター 2,394,000

契約金額（税込み）

（単位：円）

04 12月13日 宮坂南線道路改良事業に伴うアカシア伐採工事 松川建設 8,190,000 8,431,500

05 12月13日 大根布中央地区街なみ環境整備事業防火水槽設置工事 ㈱茶谷組 15,750,000 16,065,000

06 12月13日 北部土地区画G54、55街区宅地整地工事 中居建設㈱ 17,220,000 17,532,900

07 12月13日 北部土地区画G56、57街区宅地整地工事 浅田建設㈱ 14,595,000 14,722,050

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）

平成16年11月分 ごみ搬出量

未来のためのリサイクル

（単位：トン）

もえるごみ 615.83 568.29 47.54 8.37％

もえないごみ 33.85 27.73 6.12 22.07％

計 649.68 596.02 53.66 9.00％

町民1人当り（㎏） 24.13 22.14 1.99 8.99％

19.23 21.48 △2.25 △10.47％
缶・びん・ペット
ボトル等

平成16年（Ａ） 平成15年（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ） 増減率

内談町では、平成17・18年度（2ケ年）の建設工事等指名競争入札に係る参加資格申請書の受付を、
上のとおり行います。
併せて物品製造販売業務の受付も行います。
問い合わせ先▼総務部総務課

17・18年度用経営事項審査結果通知
書の写しを添付した国土交通省統一
様式、または石川県指定様式のいず
れも可。

返信用の切手付封筒。
（ハガキ可）

1部（A4判フラットファイルに綴じてください）。
郵送可

国土交通省統一様式または、石川県指
定様式のいずれも可。

返信用の切手付封筒。
（ハガキ可）

物品製造販売業務の申請書については
ホームページに掲載。

物品製造販売業務の申請書が必要な方
は総務課まで。

返信用の切手付封筒。
（ハガキ可）

◎建設工事
（建設業法に基づく許可
を受けている建設業者）

◎測量・建設等コンサルタント
（各登録規定に基づく登録を受けてい
るコンサルタント業者）

◎物品製造販売業務

受付期間

提出書類

提出部数

平成17・18年度競争入札参加資格審査申請要項
業種

平成17年2月1日～2月28日
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（12月22日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●向粟崎小女児制服（150㎝）、男子制服（140㎝）
●エアーベッド（シングル） ●食器棚 ●洋服だんす
●室内用ブランコ（金属製） ●電気ストーブ
●和だんす ●下足箱 ●男児服（130㎝前後）
●布団乾燥機

●譲って下さい（希望品）
双児用ベビーカー、男児服（100㎝以上）、ミキサー、
男児用自転車（16インチ）、自転車（26インチ）、
電動ベビーラック、太鼓（おもちゃ、大人用）、
チャイルドシート、自転車の後部用座席、カラープリンター、
オーブントースター、女児洋服80㎝以上、パソコン、
テレビ、鶴ヶ丘小上着（150～160㎝）、石油ストーブ、
清湖小女児制服・ブラウス（160㎝）、電子レンジ、コタツ、
内談中男子制服（冬用180㎝以上）、大根布小女子制服（冬
用スカート120～130㎝）、保育所制服（2歳と5歳児前後）、
幼児用トランポリン（室内用）

●譲ります（提供品）
男児用浴衣（1～2才用）、
男性用ゴルフセット、ボウリング玉（14ポンド）、
女児用浴衣（7～8才用）、二段ベッド、
子供用壁掛式身長計、マットレス（ダブルサイズ）、
ロフトベッド、クーハン、冷凍冷蔵庫、
「日本の古典」全20巻、「人間世界史」全20巻、
テレビ台（幅80㎝）、内談中男子半袖カッターシ
ャツ（150㎝～160㎝）、外付網戸（主に県住用）

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家

と

き
▼
１
月
２１
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

１
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
１２
回
）

日
時
▼
１
月
２１
日
（金）

午
後
１
時
３０
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
脳
卒
中
に
つ
い
て
」

講
師
▼
金
沢
医
科
大
学
脳
神
経
外
科
学

教
授

飯
塚
秀
明

氏

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
１７
年
１
月
３１
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
１０
期

○
町
民
税
・
県
民
税

第
４
期

町
税
（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続

き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ツベルクリン反応検査とBCG接種
1月18日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

1月20日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年9月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
2月15日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月17日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年10月生｝

1月14日（金）

『妊娠中気をつけたら
よいことは？』
◎妊娠による身体の変化に
対応
・快適マタニティ
ライフのコツ！
・トラブル改善
マタニティストレッチ
・お口の健康
ママも赤ちゃんも！

受付 13：00～13：15 教室 13：30～15：30時間

日程

会場

内容

保健センター

2月10日（木）
（要予約）

『赤ちゃんと一緒の
生活をイメージ』
◎赤ちゃんと一緒に遊ぼう
・赤ちゃんとふれあおう
（すくすく赤ちゃん同時
実施）
・聞いてみよう！
先輩ママの育児体験
・簡単手作おもちゃ

3月18日（金）
（要予約）

『ママに赤ちゃんに
大事な栄養』
◎妊娠・出産・授乳・離乳食
アラカルト
・ママに赤ちゃんに必要な
栄養とは
・母乳によい栄養
・作ってみよう
基本の離乳食

プレママクラス♪

3才児健診
1月 11日（火）対象13年 9月生
2月 8日（火）対象13年10月生

4か月児健診
1月 18日（火）対象16年 9月生
2月 15日（火）対象16年10月生

1才6か月児健診
1月 25日（火）対象15年 6月生
2月 22日（火）対象15年 7月生

（受付時間）13：00～14：00

1月13日（木）

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせや
フリートーク、子ども
と楽しむ手あそびなど
もあります。お母さん、
おばあちゃんなどおと
なだけの参加もどうぞ！
どなたでもお気軽に
おいでくださいネ。

『てぶくろ』ウクライナ民話
え エウゲーニー・M・ラチョフ

やく うちだ りさこ

10：30～11：00
0～2才児のための絵本

11：00～11：30
3才～小学生のための絵本

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

1月26日（水）
10：00～11：00
（受付9：30～10：00）

会場：保健センター
持ってくる物
・牛乳パック
（箱のまま）
・ハサミ
・ホッチキス

『豆まき』
『考えよう！子どものおやつ』

すくすく赤ちゃん!!
1月19日（水）
13：30～14：00
（受付 13：00～13：30）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

『段ボールで遊ぼう』

手遊びやうた遊びで
お子さんと一緒に
楽しい時間を
すごしましょう。

モグモグ相談

1月19日（水） 14：10～

奇数月の“すくすく赤ちゃ
ん”終了後に個別栄養相談を
行います。1人約15分間の予
約制です。申し込みは保健セ
ンターまで。

申込期間…1月4日（火）～
1月17日（月）

申し込みをされた方は1月19日（水）
の予約時間においでください。

ひよこっこサークル
2月2日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※ 5～6か月児以外の方でも、離乳食のす
すめ方などで聞きたいことがある方はお
越しください。

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。
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次回のまいどさんは小林さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

小林暁子さん（向粟崎5）

今月は 中新由紀子さん から紹介のあった、小林暁子さん に登場していただきます。

明けましておめでとうございます。
昨年は台風・地震と災害が多くとてもこころいたむ年でした。
幸いこちらでは何事もなく有難く思っております。
内談町に嫁いで20数年…金沢の尾張町で生まれ育った私には当時は田舎町に来

たな－と思いました。
あの頃は帆立貝の貝殻が山のように積まれていたことをなつかしく思います。

それからは随分町の様子も変わりステキな町になりました。
そして二人の子供達に恵まれこの町で生まれ育って良かったなぁと思います。
スポーツ少年団のトランポリン・海洋少年団を通して子供達も色々なことを学

びとても楽しそうでお友達も沢山できました。また私も…ご近所の方・スポーツ
少年団の保護者の方々の交流などで色々な事を学び楽しく過ごさせて頂いており
ます。そして子供達もだんだんと親の手を離れる年頃になりつつあり心機一転第
二の人生として昨年千鳥台に香り雑貨の店をしております。又そちらでも色々な
方とめぐり合いこの町での一生を楽しくし過ごしたいと思っています。

町へ一言：子供達が親もとを離れ巣立っていきますがいつかはこの町に帰って根
付いてくれる活気のある町になることを願っています。

なかしん ゆ き こ こばやしきょうこ

こばやしきょうこ

前川裕人（鶴ケ丘2）
父 大輔さん
母 恵さん
「亮太兄ちゃんに負けないくらい強く、
たくましく大きくなぁれ！」

3歳までのお子さんの登場をお待ちして
います。画像にメッセージを添えて、住所、
氏名を明記の上、Eメールにてお申し込み
ください。毎月15日締切です。
尚、応募者多数の場合は抽選のうえ掲載
が翌月以降となる場合もありますのでご了
承ください。

申し込み先が変更となりました。
旧 public-info＠town.uchinada.ishikawa.jp
新 soumu＠town.uchinada.ishikawa.jp

我
が
家
の宝た

か
ら

者も

の

！

まえかわひろ と
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毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 下記のとおり毎週月・木曜日の地区

と火・金曜日の地区に分かれています。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

21

21

21

21

20

20

20

21

28

27

27

23

28

28

28

28

28

28

28

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：30～20：30

19：00～20：00

20：00～21：00

19：00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

19：00～20：00

19：00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：00～20：00

18：00～19：00

18：30～19：30

18

18

18

18

17

17

17

18

25

24

24

20

25

25

25

25

25

25

25

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：30～20：30

19：00～20：00

20：00～21：00

19：00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

19：00～20：00

19：00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：00～20：00

18：00～19：00

18：30～19：30

資源物もえない
ごみもえるごみ 資源物もえない

ごみもえるごみ

1月 2月

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

9

〃

〃

〃

18

〃

〃

4

18

4

〃

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,712
451
434
787
1,313
741
1,579
967
662
1,629
530
399
382
428
173
524
236
85

13,032
14

1,789
545
458
860
1,323
805
1,665
1,062
700
1,674
489
623
391
448
168
536
271
85

13,892
30

3,501
996
892
1,647
2,636
1,546
3,244
2,029
1,362
3,303
1,019
1,022
773
876
341
1,060
507
170

26,924
44

1,173
356
326
606
838
526
1,110
725
522
1,108
472
576
271
264
105
314
151
53

9,496
4

内談町字別人口世帯数 平成16年11月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

1～2月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
1/9
（日）

1/10
（月・祝）

1/16
（日）

1/23
（日）

1/30
（日）

2/6
（日）

2/11
（金・祝）

2/13
（日）

久保医院（内･小） かほく市宇野気ヌ167 283-0017

藤井産婦人科医院 内談町向陽台1丁目225 238-5151

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

土島整形外科医院 内談町旭ヶ丘148 238-4858

二ツ屋病院（内） かほく市二ツ屋リ72 281-0172

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院（耳鼻咽喉科） 内談町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

宗平内科医院（内･循･神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600
保志場医院（産婦･内･小） かほく市高松ノ90甲 281-0069

カセノ内科医院 かほく市木津に140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 かほく市内日角6丁目35-1 283-1121

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

きた眼科クリニック かほく市白尾イ50-1 283-1515

村田医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
ひもや衣類など長い物は50cm以下に切って
指定袋に入れてください。

※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

1月19日（水）
2月16日（水）

1月20日（木）
2月17日（木）

1月21日（金）
2月18日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い
・上記時間内にお持ちください。
・新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。
・新聞社から提供されるビニール製などの古新聞入れは
もえるごみなので持ち込まないでください。

28
11：00～12：00
18：30～19：30

25
11：00～12：00
18：30～19：30

善
意
の

善
意
の
花

● 鶴ヶ丘の山本元吉さんから寄付をいただき
ました。
● 向陽台の小村進さんから寄付をいただきま
した。
● 内談町連合婦人会（旭ヶ丘・アカシア・緑
台・千鳥台・向陽台・鶴ヶ丘東・鶴ヶ丘西・
大根布・宮坂・西荒屋・室・湖西地区）から、
歳末たすけあい募金として寄付していただき
ました。
ありがとうございました。
社会福祉法人内談町社会福祉協議会

● 内談町社会福祉協議会、町民フォーラム、
室区、社協募金箱から、新潟県中越地震災害
義援金として寄付をいただきました。
ありがとうございました。
社会福祉法人内談町社会福祉協議会


